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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、スクールソーシャルワーカー（以下、SSWと記す）の専門性を向上する
ための有効なスーパービジョン・プログラムを開発することである。研究計画では、先進地アメリカ・カナダ・韓国で
の実態調査を踏まえてスーパービジョン・プログラムを開発し、その有効性を検証していくことである。
　研究成果では、SSW初任者を対象に開発したスーパービジョン・プログラムを1年間実施した。その結果、SSW経験3年
以上の者が実践している支援方法を全員が実践できるようになった。この研究成果を普及するため、報告書「スクール
ソーシャルワーカーのスーパービジョン・プログラム」を発刊し、関係機関に配布した。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of study was to develop the effective supervision program for 
strenghening the expertise of school social workers. The research planning was ① to investigate the 
supervision program in America,Canada and Korea,② to develop the supervision program by referring the 
survey findings,and ③ to examine the developed supervision program.
 　After developing the supervision program,twelve beginning school social workers have taken the 
developed supervision program for a year. As a result,all beginning school social workers could get the 
professional skills of social work services that over three years experienced school social worker 
provide for children,families and schools. The research report was published to spread the developed 
supervision program.

研究分野：学校ソーシャルワーク
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１．研究開始当初の背景 
2008 年度より文部科学省は「スクールソー

シャルワーカー活用事業」を開始した。しか

し、わが国ではいままでスクールソーシャル

ワーカー(以下、SSW と記す)が学校教育現場

で活動してきた経緯はない。そのため、学校

における子どもたちへの支援にあたって、SSW

がソーシャルワークを実践するとともに、そ

の専門性を向上していくことが欠かせない。

そのためには、SSW へのスーパービジョン体

制が不可欠である。 

文部科学省の SSW 活用事業では，スーパー

ビジョン体制を備えることを掲げられている。

しかし、2010 年 9月に開催された文部科学省

の全国都道府県教育委員会 SSW 活用事業担当

者会議資料では、スーパービジョン体制を備

える自治体は、北海道、福島、千葉、東京、

神奈川、静岡、三重、京都、大阪、和歌山、

赤穂市、香川、高知、熊本、福岡、鹿児島、

沖縄の 17 自治体のみである。また、これらの

自治体でのスーパービジョン体制は、各県の

配置形態や人材に応じて独自に行われており、

どのようなスーパービジョン・プログラムが

実施されていのかは定かでない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、わが国の SSW の専門性を

向上するための有効なスーパービジョン・プ

ログラムを開発することにある。そこで、本

研究目的を達成するために、①17 か所の自治

体に 8 か所を加えた 25 自治体で実施されて

いるSSWへのスーパービジョン体制及びプロ

グラム内容の実態調査の実施、②SSW のスー

パービジョン体制について先進地アメリ

カ・カナダ・韓国での実態調査の実施、③ス

ーパービジョン・プログラムを開発し、その

成果を検証していくことにした。 

 
３．研究の方法 
(1) 国内調査の実施：スーパービジョンの

「管理的機能」「教育的機能」「支持的機能」

をもとに、「スーパービジョン調査項目用紙」

を用いて、各教育委員会の SSW 事業担当者、

SSW スーパーバイザー、SSW に聴き取り調査

を行っていく。 

(2) 海外調査の実施：アメリカ・シカゴの関

連サービス提供部門（Clinical and Related 
Services）のディレクター、ロヨラ大学の
Michael S.Kelly准教授及びSSWたちからの
聴き取り調査の実施、カナダ・トロント市チ

ーフ SSW及び SSWたちからの聴き取り調査の

実施、韓国 SSW 協会に所属する SSWからの
聴き取り調査を実施していく。 
(3) スーパービジョン・プログラムの開発及
び成果の検証：①「スクールソーシャルワー

カー・スーパービジョン・チェックリスト票」

を開発し、そのチェックリストを用いて SSW

経験 3年以上の者群とSSW初任者群を比較検
討し、SSW 初任者向けてのスーパービジョ

ン・プログラムを開発する。②SSW 初任者を

対象に、開発したスーパービジョン・プログ

ラムの有効性を検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 国内調査結果：25 自治体の SSW へのスー

パービジョン体制は、スーパービジョン内容、

実施回数、対象者人数等、各自治体独自で行

われている実態が明らかになった。主なスー

パービジョンは SSW の事例を検討するもので

あったが、スーパーバイザーの経験的知見で

スーパービジョンが行われている状況であっ

た。そのため、全国的なレベルで SSW の専門

性を向上していくためのスーパービジョン・

プログラム開発の必要性が見出された。 

(2) 海外調査結果：アメリカではロヨラ大学

の Michael S.Kelly 准教授よりスーパービジ
ョン・プログラムの取り組みの聞き取りと資

料を得られることができた。カナダ・トロン

ト市でのチーフ SSW からは主にピアスーパー

ビジョンが実施されている状況と、その取り

組み内容についての情報が得られた。韓国SSW

協会では人材養成におけるスーパービジョ

ン・プログラムは開発されているが、SSW 自

身へのスーパービジョン・プログラムの開発

が現状課題であることが示された。この海外

調査結果については、研究成果報告書『スク

ールソーシャルワーカーのスーパービジョン

研究－日本･アメリカ･カナダ･韓国での調査

報告－』として発刊した。 
(3) スーパービジョン・プログラムの開発及
び成果の検証結果：①開発した「スクールソ

ーシャルワーカー・スーパービジョン・チェ

ックリスト票」（「児童生徒支援項目」23 項
目・「家庭支援項目」13項目・「学校／地域支
援項目」17項目で構成）を A市教育委員会の
SSW 経験 3年以上群 9名、SSW 初任者群 12名
を対象に、2014 年の 2 学期（12 月）に実施
した。その比較結果は、図 1・2・3に示す通
りである。SSW 初任者群は SSW 経験 3 年以上
群と比較して、以下の支援が少なかった。児



童生徒支援では｢不登校児童生徒への登校支

援を行う｣｢家庭訪問を行い、子どもに会う｣

｢児童生徒のためのアドボカシーを行う｣｢学

校と関係機関によるケース会議を開催する｣

｢学校と関係機関による協働支援を行う｣｢疑

いのある児童虐待に対応する｣｢ケースマネジ 
 

図 1．児童生徒支援の両群比較結果 
 
メントを実践する｣、家庭支援では｢家庭訪問

を行い、保護者に会う｣｢家族のニーズアセス

メントを行う｣｢家族のためにアドボカシー

を行う｣｢保護者と学校（教師）間の関係修復

を図る｣、学校／地域支援では、｢校内での 
 

 

図 2．家庭支援の両群比較結果 
 
不登校への早期発見・対応への取り組み｣｢校

内での児童虐待への早期発見・対応への取り

組み｣｢教職員へのコンサルテーション｣｢関

係機関の実務者とのコミュニケーションを

図る｣｢関係機関を紹介する｣であった。②SSW  

図 3．学校／地域支援の両群比較結果 
 

初任者群が取り組めていない支援を中心に、

2015年 4月から 2016年 1月までの期間にス
ーパービジョンを実施した。その結果、全員

が十分取り組めていなかった支援に取り組

めるようになったとの自己評価が得られた。

③検証結果を踏まえ、SSW 初任者を対象と
したスーパービジョン・プログラム体系図

（図 4）を示した。具体的なスーパービジョ 
 

 
図 4. スーパービジョン・プログラム体系図 
 
ン・プログラムとして、｢SSW 活動前の初任者

研修プログラム｣では 3 月末に 2 日間の基礎
的な SSW の専門的知識・技術・価値の講義と

演習を実施する。SSW として活動する 4月以



降は｢SSW初任者1年目及び 2年目のスーパー
ビジョン・プログラム｣を実施していく。こ

れは、学校ケースマネジメントを基盤とした

｢アセスメント｣｢支援プラン｣｢支援の実行｣

｢支援の評価｣について、1学期末、2学期末、
3学期末に 1回づつ個別ないしは少人数での
スーパービジョンを実施していく。なお、3
年目以上のSSW経験者に対するスーパービジ

ョン・プログラムについは今後の研究課題と

なった。また、SSW のスーパーバイザーとし

ては、①学校ソーシャルワーク実践に関する

修士号を保有し、②SSW 経験者で、③ミクロ・

メゾ・マクロレベルの視点から学校ソーシャ

ルワークの実践研究を継続し、④教育委員会

とSSW事業を協働して築いていける人材が望

まれる。そのため、SSW へのスーパーバイザ

ーの基準や資格についても、今後の研究課題

である。 
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